
第 24 回猿鬼歩こう走ろう健康大会

港町宇出津灯り
フェスティバル

～灯りコンテストフォトリポート～

　宇出津商店街の歩行者天国に合わせて実施
された「港町宇出津灯りフェスティバル」。
今年も宇出津の町に約２万個の灯りがともさ
れ、広場や道路が幻想的に浮かび上がりまし
た。灯りコンテストには 11 団体が参加。灯
りを使ったアートを競いました。

【特別賞】
鳳遊海（いやさか広場）役場青年部（いやさか広場）

桜町（常椿寺）
【最優秀賞】

中組町内会

酒垂神社氏子青年会
【特別賞】

興能信用金庫（まんさきドリーム広場） 能都ロータリークラブ（えびす広場） 能登高校美術部（長楽寺）

大橋組町内会（こどもみらいセンター）

小棚木町内会

音羽町町内会
【優秀賞】

　「猿鬼歩こう走ろう健康大会」は
9 月 19 日、柳田運動公園で開催さ
れました。24 回目を数えるこの大
会には、選手・ボランティアを含め
て約 1300 人が参加。幼児からお年
寄りまで、秋の柳田路を満喫しなが
ら自分のペースで大会を楽しんでい
ました。今大会を盛り上げたゲスト
ランナーは国際弁護士の丸山和也さ
ん。「ゴールしたときの達成感が、
明日への原動力になります。頑張
りましょう」と参加者に呼び掛け、
10 ㌔のコースを完走しました。

　大会前日の 9 月 18 日、柳田山村
開発センターで丸山和也さんの記念
講演が行われました。丸山さんはテ
レビ番組で 100 ㌔マラソンに挑戦
した裏話を交えながら、「強い決心
があれば結果はついてきます。何歳
になっても挑戦をしてください」と
集まった約 120 人に話しました。

秋の柳田路を
約1000人が
歩き、走る。

生きることは挑戦
すること。【大会結果】

ハーフ高校～ 49 歳男子①中田武宏（金沢市） 1:15:55 ②土倉良吉③竹内聡一
ハーフ 50 歳以上男子①森田達也（鳳珠郡） 1:26:50 ②北　渡③新出光男
ハーフ高校生以上女子①小倉清子（珠洲市） 1:51:25 ②井上香保里③吉岡智子
10 ㎞高校生～ 49 歳男子①上田　駿（金沢市） 0:34:54 ②﨑出　光③荒木 諒
10 ㎞ 50 歳以上男子①久利須　隆（金沢市） 0:42:07 ②紺谷繁次③出口良信
　　　　　　　　　※ゲストランナー丸山和也 1:07:00
10 ㎞高校生～ 49 歳女子①虎谷友江（かほく市）0:45:10 ②道下　恵③西野雅代
10 ㎞ 50 歳以上女子①酒谷洋子（珠洲市） 0:49:46 ②山下富志子③原　静香
5 ㎞高校生～ 49 歳男子①垣内和彦（珠洲市） 0:16:54 ②中村圭宏③蒲池淳二
5 ㎞ 50 歳以上男子①新保外志秋（能美市） 0:17:27 ②田畑正村③坂尻忠秀
5 ㎞高校生～ 49 歳女子①信田有里彩（鳳珠郡） 0:21:40②中村友美③虎谷なつみ
5 ㎞ 50 歳以上女子①駒井キミ子（羽咋市） 0:26:05 ②寺野友子③山本栄子
3 ㎞高校生以上男子①山本勝久（石川郡） 0:10:16 ②喜作啓祐③米谷　誠
3 ㎞高校生以上女子①信田紗由里（鳳珠郡） 0:13:30 ②国永英代③中橋和美
3 ㎞中学生男子①加藤壱空（七尾市） 0:10:17 ②吉田大海③信田宇緩
3 ㎞中学生女子①佐竹莉奈（七尾市） 0:11:23 ②石崎　彩③山本　楓
3 ㎞小学生男子①道下新太（七尾市） 0:11:10 ②鷺　雅人③中村有吾
3 ㎞小学生女子①吉田優海（鹿島郡） 0:12:48 ②山本佳織③山本史穂
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　平成 22 年度「第 59 回母と子のよい歯のコンクール（石川
県）」で、池田かえさん（柳田）と絋希君（4 歳）が最優秀者
として石川県知事賞に選ばれました。町の 3 歳児歯科健康診査
を受診した幼児とその保護者が対象。池田さんは、母子共に虫
歯がないことや歯並び・かみ合わせに異常がないこと、歯と口
の清掃状態が良好であることなどの選定条件を満たし、能登北
部ブロック代表に選ばれていました。
　「改めて歯の健康の大切さを痛感しました」と話す池田さん。
今後は石川県の代表として全国大会に出場予定です。

池田さん親子が歯の全国大会へ
母と子のよい歯のコンクール 対面式で記念撮影する留学生とホストファミリー

JAPAN TENT2010

　日本各地で学ぶ留学生が石川県に集うジャパンテントが今年
も 8 月 19 日から 25 日の 7 日間で開催されました。能登町に
は中国・カナダ・パラグアイ出身などの留学生 8 人が 3 泊 4
日の日程で訪れ、4 家庭にホームステイをしました。
　各家庭で、九十九湾や赤崎海岸などを訪れたり、紙すきやキ
リコ起こし体験をしたりするなど、能登の自然や文化に触れる
とともに、出身国の紹介や舞の披露などを通して互いの国や文
化の理解を深めました。能登町を出発する時は、留学生とホス
トファミリーが抱き合って別れを惜しみ、再会を約束しました。

日本文化と家族に触れた7日間

谷本県知事から表彰を受ける池田絋希君とかえさん

９月
弁財天に婿入りするため海瀬神社で乱舞するにわか

弁財天に婿入りする９基の武者
鵜川にわか祭

　8 月 28・29 日の両日、鵜川地区で弁財天を祀る海瀬神社の
祭礼「にわか祭」が行われました。にわかに描かれる幅 6 ㍍、
高さ 7 ㍍の勇壮な武者絵は、各町内の絵師を中心に約 1 週間か
けて仕上げられます。
　28 日午後 9 時、打ち上がる花火の後に「やっさいやっさい」
と威勢の良いかけ声と共に町内を練り回った 9 基のにわか。午
前 0 時に海瀬神社の境内に集結し、神事が執り行われました。
描かれた武者は、ここで弁財天に婿入りするとされ、「我こそ
は弁財天の婿なり」と言わんばかりに勇壮に乱舞しました。

　宇出津商店街通りの恒例行事、歩行者天国「のと地物市まつ
り」は、9 月 19 日に開催されました。午後 3 時、地元保育所
園児によるキリコ祭りで幕を開けた歩行者天国。会場では宇出
津小学校の鼓笛隊やブラスバンド演奏などが披露され、商店街
を訪れたたくさんの観客を魅了していました。商店街通りでは
模擬店や地物市が店を並べ、新鮮な野菜や特産品、地ビールな
どを買い求める人でにぎわいました。灯りフェスティバルが始
まった夕方からは、高校生によるダンスや和太鼓、カラオケ大
会などが催され、商店街は最後まで活気を見せていました。

元気な商店街が町を活気づける
歩行者天国「のと地物市まつり」

　小木地区の秋祭り「小木袖キリコ祭り」は 9 月 18 日に行わ
れ、勇壮な絵が描かれた 9 基の袖キリコが町内を練り歩きまし
た。午後 8 時ごろ、小木港に集結した袖キリコは、花火の終了
と共に御船神社に向けて動き出しました。
　神社に続く急な階段を巨大な袖キリコが登る、祭りのクライ
マックスは午後 11 時ごろから。たくさんの観客が見守る中 1
基ずつ階段に入り、はやしに合わせて引き揚げられます。登り
切るまでは気を抜くことができない危険を伴う運行。無事に登
り終えると、拍手がわき起こっていました。

神社に続く階段を引き揚げられる袖キリコ

巨大な袖キリコが迫力の宮入
小木袖キリコ祭り

　サイクリングのスタート地点は能登空港

学習院大学サイクリング授業

　学習院大学の佐藤陽治教授によるサイクリング授業は、能登
町を拠点に８月１日から３泊４日の日程で行われました。参加
者は学生のほかに教職員や卒業生も含む総勢 37 人です。
　今回で５回目となる能登での実習は、能登町地域活性化推進
協議会のアドバイスにより、拠点となる宿泊施設をすべて能登
町内とした行程が組まれました。
　「サイクリングの行程は苦あれば楽ありで人生に似ている。
人生の価値（生きがい）に通じる授業を今後も続けていきたい」
と佐藤教授は語っていました。

能登町を拠点に能登で野外実習

元気いっぱいでキリコを担ぐ保育所園児

▲ 谷本県知事をはじめ、関係
者らによって、竣工を祝うく
す玉が開披されました。

▲記念碑に彫られた「北河
内ダム」の文字は、谷本県
知事直筆のもの。

　治水や水道水供給などを目的として昭和 54 年に計画・設計され、平
成 7 年から本格的な工事が施工された北河内ダム。8 月 29 日にはダ
ムの完成を祝う竣工式が行われ、谷本県知事、持木町長をはじめ多く
の関係者らが出席しました。ダム湖名碑除幕式、修祓式に引き続き行
われた竣工式では、持木町長が「北河内ダムの完成は多くの人たちの
協力のたまものです」と謝辞を述べました。引き続き、よさこい演舞、
太鼓などが披露され、記念碑の除幕などが行われました。

北河内ダム竣工式

水と暮らしを守るために



まちからのお知らせ＆ニュース
INFORMATIONINFORMATION

まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000（代）　

能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　収納対策室☎62-8506
    環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　海洋深層水対策室☎62-8533
　会計課☎62-8509

柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503

　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　ねんりんピック推進室
　　　　　　☎72-0555
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
　　
議会庁舎　議会事務局☎76-8310

問健康福祉課☎ 72-2512

アンケート調査

振り込め詐欺

「はかり」定期検査

老人福祉サービス

本年度採用消防職員紹介

子ども医療費

お知らせ

お願い

お知らせ

お知らせ

お知らせ

消防

お知らせ

地域資源発掘アンケートにご協力を 浄化槽の管理は法律で定められています

「外貨取引詐欺」に注意してください

取引・証明に「はかり」を使用する時は
定期検査を受けてください

高齢者などの緊急通報体制を整備します

半年間の研修を終え、能登消防署に配属

受給資格証が届かない人は登録申請を

問上下水道課   ☎ 72-2507

平成23年度保育所（園）入所申し込み

学童保育入会受け付け

子ども手当の支給は10月15日

　10 月から町民の皆さ
んに対して、ふるさと
資源に関するアンケー
ト調査を行います。
　能登町には、里海 ･
里山という風土特性か
ら生まれたさまざまな自然 ･ 伝統 ･ 文化資源が多く
眠っています。これらは、わたしたち能登町民や町出
身者にとって思い出に残る貴重なふるさと資源。この
資源の中には、磨きをかけ、さらに魅力を高めること
で、新たな観光資源となるものが隠れています。
　能登町は、これらふるさと観光資源を発掘し、広く
ＰＲする「手づくりふるさと観光案内マップ」を作成
します。
　各家庭に調査員がアンケート調査に伺いますので、
皆さんのご協力をお願いします。町外に住む家族に対
しても調査を行います。町外にお住まいの家族がいる
場合は、調査依頼のご協力をお願いします。
　本アンケート調査は、町から委託を受けた㈱国土開
発センターが実施します。

　最近、電話などで外国の通貨取引をかたる詐欺が増
えています。不審な電話は対応せず、必要ない・いら
ない・二度と電話をしないでほしいなど、はっきりと
断りましょう。外貨購入を持ち掛けるダイレクトメー
ルやパンフレットが届く場合もあります。外貨の投資
話には気をつけましょう。
　悪質業者はさまざまな手口でだまそうとしていま
す。不審に思うことや心配に思うことがあれば、警察
署や役場の消費者窓口などに相談してください。
　新手の振り込め詐欺と思われますので、皆さんご注
意ください。

　はかりの「定期検査」を実施します。詳しい日程、
検査場所は下記のとおりです。定期検査を受けること
を怠ると、50 万円以下の罰則に処せられる場合があ
りますのでご注意ください。

【柳田地区】　10 月 12 日㈫　10:30 ～ 12:00
【内浦地区】　10 月 12 日㈫　13:30 ～ 15:00
【能都地区】　10 月 13 日㈬　11:00 ～ 15:00
　新たに定期検査を受ける人は、役場ふるさと振興課
または石川県計量検定所までお知らせください。
　後日、検査場所・日時について事前に通知ハガキで
お知らせしますので、ハガキと使用されている「はか
り」、検査受験料をご持参ください。
問石川県計量検定所☎ 076-241-4175
　役場ふるさと振興課☎ 62-8532

　一人暮らし高齢者世帯などの日常生活の安否確認と
急病や災害などの緊急時に迅速かつ適切な対応を図る
ために緊急通報サービスを実施します。

〈対象者〉65 歳以上の独居世帯、高齢者二人暮らしの
世帯、身障（1、2 級の手帳所持者に限る）のみの世
帯（民生委員などの意見書添付）、日中に高齢者のみ
となる世帯（民生委員などの意見書添付）

〈内容〉世帯に人感センサーを設置し、その動作を情
報管理センターで把握し管理します。

〈費用〉毎月 1,000 円の自己負担が必要
※高齢世帯以外の世帯で設置希望の場合は、毎月
3,000 円の自己負担

〈申込先〉健康福祉課、能都・柳田サービス室、民生委員

　能登町に住所を有する中学生までのお子さんをお持
ちの保護者で、子ども医療費受給資格証が届かない人
は、受給資格登録がされていません。お早めに「子ど
も医療費受給資格登録申請書」に健康保険証のコピー
を添えて提出してください。（持参するもの：印鑑、
保護者名義の預金通帳の口座番号、健康保険証）

問ふるさと振興課   ☎ 62-8532

問ふるさと振興課   ☎ 62-8532

〈入所対象児童〉町内に居住する就学前の児童で、母
親や家族が仕事や病気などで保育ができない児童

〈受付期間〉10 月 4 日㈪～ 10 月 15 日㈮
〈申し込み〉印鑑、家族の生年月日が分かるもの（保
険証など）を持参の上、入所を希望する各保育所 ( 園 )
へ申し込みください。

対象 保育所（園） 電話番号

0（6 カ月）
　～ 5 歳児

しらさぎ保育所 62-0304
ひばり保育所 62-1502
鵜川保育所 67-1623
高倉保育所 62-0670
柳田保育所 76-0154
上町保育所 76-0136

1 ～ 5 歳児 内浦保育所 72-1274

0（2 カ月）
　～ 5 歳児

松波保育園（私立） 72-1157
小木保育園（私立） 74-1107

　働く保護者に代わり、小学校のお子さんを下校時か
ら預かります。保育時間などの詳しい内容については
各学童クラブまでお問い合わせください。

〈対象児童〉平成 23 年度の小学 1 年生～ 3 年生
〈申込期間〉10 月 18 日㈪～ 10 月 28 日㈭
・つくし組（松波保育園）☎ 72-1157
・ささゆり学童クラブ（柳田小学校）☎ 76-0088
・ノーム学童クラブ（こどもみらいセンター）
　☎ 62-1503
・くぬぎ学童クラブ（鵜川支所）☎ 67-1919

　子ども手当の支給は 6 月・10 月・2 月の年 3 回で、
10 月分は 15 日㈮に支給予定です。通知書は送付し
ませんので入金の確認をお願いします。

10 月 1 日は浄化槽の日お知らせ

 皆さんの家庭に設置されている浄化槽は、法に基づ
いた管理がされていますか。この機会にしっかり確認
してみましょう。

●維持管理（浄化槽法第 10 条）
　浄化槽は維持管理（保守点検・清掃）が法律で義務づ
けられています。

〈保守点検〉県知事の登録を受けた保守点検業者に委
託し、管理してください。

〈清掃〉浄化槽内に溜まった汚泥を汲み取る必要があ
ります。町の許可を受けた業者（のとクリーンサービ
ス☎ 62-4400）が行います。
●法定検査（浄化槽法第 7･11 条）
　浄化槽が本来の機能を発揮しているか、保守点検
が適切に行われているかなど水質検査を含めた検査
で、定期的に受けることが義務づけられています。使
用開始後の 3 カ月を経過した日から 5 カ月の間 1 回
と、その後は年 1 回の検査を受けなければなりません。
県内は㈳石川県浄化槽協会（☎ 076-241-7781）が指
定検査機関となっています。
※浄化槽の使用を廃止したときは、保健福祉センター
へ浄化槽使用廃止届出書を提出してください。
問県能登北部保健福祉センター 　☎ 0768-22-2011

問健康福祉課老人福祉係   ☎ 72-2503

問健康福祉課   ☎ 72-2502

県消防学校での研修を
終 え た 蔵 裕 一 郎 さ ん

（宇出津・写真左）と
水島侑希さん（姫）
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10 月の納期税金

町県民税第3期・国民健康保険税第4期の
納期限は11月1日㈪です



【入札結果】
8月16日～9月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

公共下水道事業（松波処理区）　管渠築造工事その 3 松波 上下水道課 15,540,000 興信工業㈱

簡易水道再編推進事業　配水管布設工事（向地地内） 柳田 上下水道課 7,486,500 寺西建設㈱

矢波浄水場薬品注入設備改修工事（機械・電気工事） 矢波 上下水道課 13,125,000 ㈱柿本商会

矢波浄水場薬品注入設備改修工事（薬品貯留槽上屋築造工事） 矢波 上下水道課 13,440,000 石井産業㈱

町営バス（うちうら・柳田線）　運行管理業務 管内 企画財政課 8,948,100 ㈲恋路観光バス

町道 2 級笹川十郎原 1 号線　道路改良工事 十郎原 建設課 16,432,500 ㈲吉田土建

町道 2 級柿生 1 号線　道路改良工事（4 号箇所） 柿生 建設課 15,939,000 須美矢建設㈱

旧宇出津駅周辺整備　企画・設計業務 宇出津 建設課 6,069,000 ㈱計画情報研究所

旧能登三郷清掃センター解体撤去工事 上町 環境対策課 83,139,000 前田建設工業㈱　
北陸支店　金沢営業所

簡易水道再編推進事業　配水管布設工事（重年地内） 柳田 上下水道課 22,974,000 北能産業㈱

宇出津高区・低区　配水管布設替工事 崎山・
宇出津新港 上下水道課 20,947,500 ㈲水上設備

黒川急傾斜地　崩壊対策工事 黒川 建設課 6,720,000 ㈲モアグリーン

柳田地区　上長尾工区　用水路整備工事 上長尾 農林水産課 7,770,000 北成土木㈲

林道上河内線　開設工事 北河内 農林水産課 17,115,000 寺西建設㈱

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果は
町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。　　　問監理課☎62-8504

チ
カ
ラ

水
産
加
工
残
さ
活
用
事
業

48
㌔
の
海
岸
を
有
す
る
能
登

町
の
里
海
。
絶
好
の
漁
場

か
ら
獲
れ
る
魚
は
３
０
０
種
を
超
え

る
と
言
わ
れ
、
そ
の
加
工
・
消
費

の
際
に
生
じ
る
残
さ
は
、
年
間
約

２
７
５
㌧
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
能
登
全
体
を
複
数
の
魚
類

残
さ
業
者
が
回
収
を
行
っ
て
お
り
、

町
外
で
飼
料
な
ど
に
加
工
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

能
登
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

で
は
、
水
産
加
工
場
な
ど
か
ら
発
生

す
る
水
産
副
産
物
（
魚
あ
ら
な
ど
）

を
有
効
利
用
し
、魚
粉（
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ミ
ー
ル
）、
魚
油
（
フ
ィ
ッ
シ
ュ
オ

イ
ル
）
の
製
造
や
、
Ｄ
Ｈ
Ａ
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｅ
を
抽
出
し
て
活
用
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。「
年
金
な
ん
て
ま

だ
先
の
こ
と
」
と
思
わ
れ
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金

に
は
次
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
１　

生
涯
の
年
金
額
は
保

険
料
の
１
・
７
倍
以
上

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

2
分
の
1
（
平
成
21
年
3
月
分
ま
で

は
3
分
の
1
）
が
国
庫
負
担
（
税

金
）
で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、
支

払
っ
た
保
険
料
を
上
回
る
給
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
、

１
９
８
５
年
生
ま
れ
（
２
０
０
５
年

に
20
歳
）
の
人
で
も
納
め
た
保
険
料

の
１
・
７
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
２　

老
後
を
支
え
る
終
身

保
障

　

国
民
年
金
は
、
生
き
て
い
る
限
り

年
金
が
受
け
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障

で
あ
り
、
老
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
３　

ケ
ガ
や
病
気
、
万
が

一
の
と
き
に
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

国
民
年
金
は
老
後
の
保
障
だ
け
で

な
く
、
加
入
者
が
ケ
ガ
や
病
気
に
よ

り
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
は
「
障
害

基
礎
年
金
」、
亡
く
な
ら
れ
た
と
き

に
は
そ
の
遺
族
に「
遺
族
基
礎
年
金
」

が
支
給
さ
れ
る
な
ど
あ
な
た
の
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
４　

納
め
た
保
険
料
は
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象

　

納
め
た
保
険
料
は
、
確
定
申
告
の

際
に
全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

メ
リ
ッ
ト
５　

国
民
年
金
は
経
済
の

変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
合
わ
せ

て
、
年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
仕
組
み
に
よ
り
年
金

額
が
改
定
さ
れ
る
た
め
、
年
金
に
加

入
（
20
歳
）
し
て
か
ら
年
金
を
受
給

（
65
歳
）
す
る
ま
で
の
間
、
経
済
社

会
が
大
き
く
変
動
し
た
と
し
て
も
、

年
金
の
価
値
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
国
民
年
金
②

新
技
術
の
導
入
検
討
事
業

　

石
川
県
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
（
宇

出
津
新
港
）
に
お
い
て
、
海
の
資
源

の
利
用
と
し
て
、
ア
カ
モ
ク
（
藻
）

か
ら
副
作
用
の
少
な
い
抗
が
ん
剤
の

摘
出
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

能
登
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

で
は
、
注
目
さ
れ
て
い
る
微
細
藻
類

か
ら
バ
イ
オ
オ
イ
ル
な
ど
を
抽
出
し

活
用
す
る
こ
と
や
、
一
般
の
藻
の
利

活
用
調
査
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

多
文
化
共
生
の
と
び
ら

今こ
ん
げ
つ月

20
日
は
宇う

し

つ

出
津
で
国こ

く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う

際
交
流
サ
ロ
ン

地ち

域い
き
じ
ゅ
う
み
ん

住
民
の
皆み
な

さ
ん
と
在
ざ
い
じ
ゅ
う住

外が
い
こ
く
じ
ん

国
人
と
が

交こ
う
り
ゅ
う

流
す
る
3
回か
い
め目

の
国こ
く
さ
い際

交こ
う
り
ゅ
う

流
サ
ロ
ン

は
、
10
月が
つ

20
日
午ご

ご後
7
時じ

か
ら
能の
と
ち
ょ
う
や
く
ば

登
町
役
場
能の

都と

庁ち
ょ
う
し
ゃ舎

2
階か
い

ロ
ビ
ー
で
開ひ
ら

か
れ
ま
す
。

　

今こ
ん
か
い回
は
、
ジ
ャ
パ
ン
テ
ン
ト
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
8
年ね
ん
れ
ん
ぞ
く

連
続
で
引ひ

き
受う

け
た
鵜う
か
わ川

の
森も
り

進し
ん
い
ち一
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
。
森も
り

さ
ん
に
は「
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
す
す
め
」と
題だ
い

し
、外が
い
こ
く
じ
ん

国
人
留り
ゅ
う

学が
く
せ
い生

を
受う

け
入い

れ
る
こ
と
の
魅み
り
ょ
く力

や
留
り
ゅ
う
が
く
せ
い

学
生
と

の
思お
も

い
出で

な
ど
を
話は
な

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国こ
く
さ
い際

交こ
う
り
ゅ
う

流
に
興き
ょ
う
み味

の
あ
る
人ひ
と

や
、
い
ろ
い
ろ

な
国く
に

の
人ひ
と

と
話
は
な
し
を
し
て
み
た
い
人ひ
と

は
、
お
気き
が
る軽

に
ご
参さ
ん
か加
く
だ
さ
い
。

「
言こ
と
ば葉
の
壁か
べ

」
を
乗の

り
越こ

え
た
感か
ん
ど
う動

　

8
月が
つ

18
日に
ち

に
開ひ
ら

か
れ
た
第だ
い

2
回か
い

サ
ロ
ン
で

は
、
鮭さ
け
お尾

の
松ま
つ
い井

三み

よ

じ
代
次
さ
ん
が
、
7
月が
つ

に
教
き
ょ
う

育い
く

旅り
ょ
こ
う行

で
訪
お
と
ず

れ
た
中
ち
ゅ
う
ご
く
じ
ん

国
人
児じ
ど
う童

生せ
い
と徒

の
受う

け
入い

れ
体た
い
け
ん験

を
語か
た

り
ま
し
た
。

　

松ま
つ
い井
さ
ん
は
、「
言こ
と
ば葉
の
壁か
べ

」
で
農
の
う
ぎ
ょ
う業
体た
い
け
ん験

や
食し
ょ
く
じ事
な
ど
に
苦く
ろ
う労
し
た
経け
い
け
ん験
を
紹
し
ょ
う
か
い介
。
そ
の

上う
え

で
「
別わ
か

れ
の
際さ
い

に
は
感か
ん
き
わ極

ま
っ
て
泣な

き
出だ

し

た
子こ

も
い
た
。
言こ
と
ば葉
よ
り
心
こ
こ
ろ
が
通つ
う

じ
た
こ
と
が

何な
に

よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
」
と
話は
な

し
ま
し
た
。

た  

ぶ
ん
か   

き
ょ
う
せ
い

▲

森
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
留
学
生
と
の
交
流
の
一
コ
マ

▲第 2 回サロンで講演する松井さん（左）

は
つ
か

は
つ
か
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